
金
滞
古
政
志
凪
官
庁
三

四
六

術
門
は
・
同
士
俊
民
御
伽
指
扮
侠
部
右
術
門
。
と
あ
り
。
此
の
政
右
術

門
は
則
金
子
瓜
右
衛
門
が
部
主
り
。
此
の
人
は
朝
鮮
人
た
り
。

時貝
示

=一
年
九
月
前
血
者
取
制
慾
陀、

金
子
先
一
向
右
術
門
能
高
血
者
也
。
右

御
陣
之
刻
、
毛
利
安
務
守
殿
手
に
て
捻
に
混
成
。
瑞
能
公
被
=
召
出一

械
に
と
申
聞
に
付
.
前
間
放
出川
八
万
迄
役
付
出
し
候
山
巾
。
と
あ
り
。

方
は
、
も
と
日
金
の
仰
方
た
る
を
‘
日
会
よ
り
係
閣
へ
俳
授
す
と
云

術
門
出削
・
微
妙
会
被
a
召
出
一
父
前
向
布
術
門
に
渉
下
能
-
御
切
米
之
池

奔
倒
仕
.
御
隊
医
組
に
被
ロ仰
付
一
殺
生
御
用
相
動
候
属
、
共
以
後
小

川
故
七
郎
左
衛
門
弟
子
陀
被
a
仰
付
一
火
矢
稽
古
仕
候
。
先
年
此
並
之

者
刀
を
都
し
候
俄
御
改
之
閉
山
よ
り
.
町
傘
行
支
配
K
被
ま仰
付
自
候
応
、

体
へ
た
り
。
按
中
る
に
、
越
中
留
郡
紀
民
一耳
ふ
。
宮
山
反
魂
丹
は
、

正
市
公
の
時
伽
州
の
mw閃
と
い
ふ
者
の
秘
方
怒
る
を‘

R
比
小
兵
術

を
以
て
体
法
命
ぜ
ら
れ
、
総
人
の
翁
め
貸
出
し

可
ν
然
と
の
命
あ
り

て
、
右
小
兵
術
よ
り
松
井
屋
源
方
術
門
と
一
耳
ふ
も
の
へ
俳
授
し
.
夫

よ
り
這
々
費
出
し
.
段
々
諸
図
へ
賢
弘
め
、
今
は
六
十
徐
州
へ
資
り

元
総
十
一
年
病
死
仕
候
。
前
右
衛
門
儀
勝
手
困
抑
制
仕
に
付
.
錫
a
助

成
一
村
井
出
雲
方
へ
せ
が
れ
吉
右
衛
門
召
抱
候
椋
陀
仕
度
山
申
建
候

底
、
ケ
桜
の
者
用
事
に
無
v
之
候
へ
ど
も
、
助
成
陀
混
成
俄
侠
は
ピ
、

高
右
衛
門
憐
跡
々
よ
り

出
入
も
仕
者
之
儀
候
問
.
召
抱
可
v
嗣
・旨
に

て
、
瓜
右
術
門
存
生
之
内
よ
り
、
古
布
街
門
憐
出
雲
方
へ
小
綿
組
陀

召
世
巾
由
民
而
、
前
右
術
門
死
去
之
問
先
町
都
行
市
開
候
は
.
此
並

之
者
跡
目
被
i

仰
付
-御
一
格
も
蛇…
v
之
候
問
‘
五
十
日
過
候
は
ど
屋
敷
指

上
可
v
巾
候
。
御
得
も
御
耐
也
候
節
は
言
上
可
'
仕
候
僚
.
出
鮒
hmu
指
出
候

廻
る
事
と
な
り
ぬ
。
と
あ
り
。
右
正
甫
公
は
目
前
山
首掃
の
二
代
闘
に
て
、

延
貸
二
年
九
月
間
同
封
、
賀
来
三
年
四
月
卒
去
也
。
帥
取
れ
ば
反
魂
丹
を

賢
弘
め
た
る
は
此
の
時
世
に
て
、
日
比
小
兵
衛
は
宮
山
の
務
士
な

り
。
文
妙
図
寺
開
基
徳
那
佐
-
R
W
脚
お
術
門
以
下
回
人
之
内
矢
柏
崎
平
左

術
門
は
、
州
民
長
十
年
の
瑞
閉
山
公
官
山
養
老
附
士
艇
に
.中
村
粥
丘
左
術

門
組
歩
衆
之
内
に
五
拾
石
矢
柏
崎
千
左
衛
門
。
と
あ
り
。
ま
た
金
子
高
右

按
宇
る
に
、
共
の
居
屋
敷
は
延
貨
の
金
部
闘
に、

-M附
町
今
枝
民
部

居
邸
の
末
長
町
橋
の
1M

K
日
開出
荷
右
術
門
と
紀
服
す
。
今
妙
図
寺
に

御
徒
組
陀
而
御
切
米
世
ム
ハ
依
被
下
.
殺
生
御
用
被
昌仰
付
一
大
坂
御
陣

之
御
供
も
相
勤
.
使
安
五
年
病
死
仕
。
右
再
品
=
跡
目
句
せ
が
れ
故
前
右

開
基
副
悶
那
金
子
某
と
い
へ
る
は
、
諸
国
務
士
民
て
瓜
右
衛
門
の
子
孫
K

非
宇
。金
子
氏
な
る
放
に
間
基
僚
那
と
云
出
で
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

金
子
関
右
衛
門
が
子
孫
は
早
く
絶
え
た
り
し
と
問
ゆ
。
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